
連絡先 鴻巣市赤見台3-2-7
TEL：596-9440 FAX：507-4151
携帯：080-5039-2785
E-mail：mi-suwa@ezweb.ne.jp
mitsue-suwa@jcom.zaq.ne.jp

No.１２５ ２０２０年 ５月２５日（月）

日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝
ＷＥＢで すわみつえ

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
＊新型コロナ感染症拡大防止のため、５月３１日（日）まで駅頭でのお届けはありません。

鴻
巣
市
は
、５
月
22
日
開
催
の
「
第
７
回
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
会
議
」に
て
次

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
、保
護
者
の
方
々

の
安
心
な
暮
ら
し
確
保
の
た
め
、
引
き
続
き

力
を
つ
く
し
ま
す
。

よ
も
ぎ
風
呂

コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
ま
い
ぞ

瑠
璃
子

俳
句
コ
ー
ナ
ー

５
月
31
日（
日
）
ま
で
は
原
則
休
所
・
休

園
で
す
。６
月
１
日（
月
）
か
ら
、
す
べ
て
の

施
設
で
開
所
・
開
園
と
な
り
ま
す
が
、
自
粛

の
お
願
い
を
し
ま
す
。

①
５
月
22
日（
金
）
か
ら
、
臨
時
休
館
前
に
予

約
を
し
て
い
た
図
書
等
の
貸
し
出
し
を
再

開
し
ま
す
。

②
６
月
１
日（
月
）
か
ら
は
新
規
の
予
約
受
付

を
開
始
し
、貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

③
６
月
15
日（
月
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

図
書
館
の
貸
し
出
し
業
務
の
早
期
再
開
に

つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
と
菅
野

博
子
・
加
藤
久
子
両
議
員
の
連
名
で
要
望

書
に
て
要
請
を
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
23
日
に「
毎
日
新
聞
」
が
行
っ
た
世

論
調
査
で
安
倍
内
閣
支
持
率
が
27
％
に
急

落
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
の
厳
し
い
批
判
の
も
と
検
察
庁
法

改
定
案
強
行
は
断
念
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
。
政
治
の
私
物
化
を
も
う
許
さ
な
い
。

声
を
上
げ
て
政
治
を
変
え
よ
う
。６
年
間

で
10
万
㎞
を
走
っ
た
宣
伝
カ
ー
で
自
粛
し

て
い
た
音
の
宣
伝
を
再
開
し
ま
し
た
。

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

医
療
制
度
研
究
会
第
１
０
４
回
講
演
会
「
医

師
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
て
～
実

効
性
あ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
～
」の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
設
定
が
大
変
で
し
た
が
、

会
議
直
前
に
参
加
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

50
名
超
の
参
加
者
が
３
時
間
に
わ
た
り
オ

ン
ラ
イ
ン
で
意
見
交
換
を
行
う
の
で
す
。

医
師
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト（
業
務
移
管
）
は

す
で
に
厚
労
省
で
検
討
が
始
ま
っ
て
お
り
、

最
初
の
発
言
者
は
厚
労
省
医
政
局
の
担
当

課
長
で
し
た
。「
日
本
の
医
療
崩
壊
は
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
」
と
警
告
を
鳴
ら
す
本
田

宏
氏
の
絶
妙
な
司
会
で
、
難
解
な
課
題
で
し

た
が
、医
師
不
足
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

少
し
ず
つ
再
開
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

１
．
小
・
中
学
校
に
つ
い
て

①
小
学
校
は
、６
月
１
日（
月
）
か
ら
６
月
４
日

（
木
）ま
で
分
散
登
校
を
行
い
ま
す
。

６
月
５
日（
金
）は
短
縮
授
業
で
一
斉
登
校

（
給
食
無
し
）を
行
い
ま
す
。

②
中
学
校
は
、６
月
１
日（
月
）か
ら
６
月
５
日

（
金
）ま
で
分
散
登
校
を
行
い
ま
す
。

③
６
月
８
日（
月
）
か
ら
全
学
年
の
給
食
を
開

始
し
ま
す
。

２
．
図
書
館
（
鴻
巣
中
央
・
吹
上

川
里
）に
つ
い
て

３
．
保
育
施
設
に
つ
い
て

４
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て

５
月
31
日（
日
）ま
で
は
原
則
休
室
で
す
。

６
月
１
日（
月
）か
ら
、
す
べ
て
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
室
し
ま
す
が
、
自
粛
の
お

願
い
を
し
ま
す
。

10
万
㎞
走
行
の
宣
伝
カ
ー
で

〝安
倍
政
権
退
陣
を
！〟

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
に
初
参
加

本田宏氏（医師）

←100,000㎞



田村智子副委員長過去に追及 「感染症対策が弱体化」 ネット上で話題に

ツイッターではe m i lさんが２月８日に「昨年４月の参院内閣委員会で田村智子議員が質問した、国立感染症研究

所の人員削減についての質問がまさに今を言い当てていて、本当にこういう警告をことごとく無視してきた」と、

質問の動画を投稿。５月７日までに２５５万回を超えて再生されています。このツイートだけでも、「この時政権が耳を

傾けて、真摯に対応していたなら」などの返信が広がっています。ほかにも「議員の洞察力、現状認識の正確さ、分

析力にいつも頭が下がる」などの声がネット上で『拡散』しています。 【しんぶん赤旗 ２月１３日付】

な
ぜ
１
年
も
前
に
―
。「
桜
を
見
る
会
」
疑
惑
で
安
倍
晋

三
首
相
を
追
及
し
て
名
を
は
せ
た
共
産
党
の
田
村
智
子
氏
。

そ
の
氏
が「
桜
」追
及
よ
り
前
の
昨
年
４
月
、
参
院
委
員
会
で

国
立
感
染
症
研
究
所（
感
染
研
）
に
つ
い
て「
い
ま
体
制
が
弱

体
化
す
れ
ば
国
民
の
生
命
や
健
康
へ
の
重
大
な
脅
威
と
な

る
」
と
政
府
に
厳
し
く
質
問
し
て
い
る
映
像
が
最
近
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
話
題
に
な
っ
た
。本
人
に
聞
い
た
。

―
ま
る
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
を
予
言
し
て
い

た
か
の
よ
う
な
質
問
で
し
た
ね
。

「
こ
こ
２
０
年
、
世
界
で
は
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
な
ど
大
き
な
感
染
症
が
立
て
続
け
に
流
行
し

て
お
り
、
日
本
で
も
危
機
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

「
感
染
研
は
米
国
で
言
え
ば
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｄ

Ｃ
）
、
国
立
保
健
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
、
食
品
医
薬
品
局（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）の
３
機
関
の
役
割
を
一
手
に
担
う
日
本
の
感
染
症
対
策

の
中
核
。
と
こ
ろ
が
予
算
や
人
員
は
削
減
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で

現
場
は
疲
弊
し
、悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
」

感
染
症
対
策
の
最
前
線
は
実
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
崩

壊
寸
前
だ
っ
た
。
い
ま
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
増
や
し
た
く
と
も
増

や
せ
な
い
の
は
当
然
な
の
だ
。

田
村
氏
は
７
年
前
か
ら
国
会
で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、

改
善
を
求
め
て
い
た
。だ
が
現
政
権
は
計
８
回
の
政
府
予
算

編
成
で
対
策
を
軽
ん
じ
て
き
た
。
そ
の
ツ
ケ
が
い
ま
回
っ
て

き
て
い
る
。

「
あ
の
こ
ろ
手
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
い
ま
の
状
況
は
も
う

少
し
マ
シ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、江戸時代

に流行し、疫病退散に御利益があると信じられた妖怪

「アマビエ」が日本全国でブームになっています。

江戸時代に肥後国（熊本県）の海

に出現したという妖怪で、人魚のよ

うな外見ですが、くちばしがあるの

が特徴です。「疫病が流行した際は

私の姿を描き、人々に見せよ」と言っ

たと伝えられています。

新型コロナウイルスの感染拡大

を受け、インターネット交流サイト（Ｓ

ＮＳ）上にイラストなどを投稿する人

が相次ぎ、話題となっています。

ア
マ
ビ
エ
が
描
か
れ
た
江
戸
時
代
末
期
の

刷
り
物
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）

「疫病退散」の妖怪人気
政府・与党は、検察私物化の検察庁法改定案を含む公

務員法改定案（束ね法案）を廃案とする方向です。

１８日に採決強行断念を決めた際には「継続審議」の意

思を示しましたが、安倍政権は、法案そのものを取り下げ

ざるを得なくなりました。世論と運動の勝利であり、火事

場泥棒的な暴走は破綻を深めています。

他方、安倍晋三首相は２１日の記者会見でも、２２日の国

会答弁でも、黒川弘務東京高検検事長の定年延長の閣

議決定について、「厳正なプロセスを経て請議がなされ

た」「勤務延長の閣議決定自体を撤回する必要はない」

と強弁し、開き直っています。検察長法改定案の発端と

なったのは、黒川氏の定年延長の閣議決定です。

今国会は廃案にするとしても、政府・与党は、法案を撤

回するとも再提出しないとも言っていません。この点で

「閣議決定は適正であり撤回はしない」という安倍首相

の発言は極めて重大です。

刑事司法において公訴の提起（起訴）を独占し、証拠の

収集、法の解釈適用など重要な役割を果たす検察官に

は、裁判官なみの強い独立性が必要で、検察庁法は定年

の延長に内閣が介入することを排除してきました。

その解釈を百八十度逆転させる「解釈」など、白を黒と

いいくるめるもので法解釈の名に値しません。

法の支配を破壊し独裁を築こうとする閣議決定と法

解釈の変更の撤回へ、追撃のときです。

【政治部長 中祖寅一氏】 しんぶん赤旗 ５月２３日付

＜解説＞ 検事長定年延長

閣議決定 残すわけにはいかない

多
事
奏
論
朝
日
新
聞

機
能
不
全
あ
ら
わ

危
機
に

弱
か
っ
た
「
１
強
」
政
権

田村智子副委員長の質問

2019年4月 参院委員会

朝
日
新
聞

編
集
委
員

原
真
人
氏

５
月
２
０
日
付
か
ら
一
部
引
用
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